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2026年 （令和８年）

●八千代の人口　20万9,102人（＋116人）　男 10万2,890人（+77人）　女 10万6,212人（＋39人）　●八千代の世帯　10万1，958世帯（＋145世帯）　7月末現在。（　）内は前月比

９月15 日号

　
被
災
者
の
支
援
を
目
的
と
し
た
総
合
案
内
を
設
置
し
ま
し
た
。
詳

し
く
は
（
４
８
３
）１
１
５
１
へ
。 

（
市
災
害
対
策
本
部
事
務
局
）

被
災
者
支
援
制
度
の
総
合
案
内
を
設
置

罹
災
証
明
書
の
取
得
は
お
済
み
で
す
か

■
罹
災
証
明
書
の
申
請
受
付　
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
人
に
対
し
、
罹
災

証
明
書
・
被
害
届
出
証
明
書
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
▼
受
付　
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
。
市
役
所
３
階

市
民
税
課　
▼
必
要
書
類　
①
申
請
書
（
窓
口
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
）、
②
被
害
状
況
の
確
認
で
き
る
写
真
。
詳

細
は
下
の
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

      　
（
市
民
税
課
（
４
２
１
）６
６
９
１
）

■
罹
災
証
明
書
に
よ
る
支
援
制
度　
被
害
の
程
度
・
所
得
・
世
帯
状
況
・

申
請
期
限
等
の
要
件
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
担
当
課
に
電
話
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

※
９
月
８
日
時
点
の
情
報
で
作
成
し
て
い
ま
す 

▼
被
災
家
屋
へ
の
対
応

制
度
名

担
当
課

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
住
宅
の
応
急
修
理
建
築
指
導
課
（
４
２
１
）６
７
７
３

▼
見
舞
金
・
助
成制度

名

担
当
課

八
千
代
市
災
害
見
舞
金
の
交
付

※
申
請
方
法
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

　
広
報
や
ち
よ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

健
康
福
祉
課
（
４
２
１
）６
７
３
１

任
意
風
し
ん
予
防
接
種
の
費
用
助
成

健
康
づ
く
り
課
（
４
８
３
）４
６
４
６

▼
減
免
・
免
除制

度
名

担
当
課

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

国
保
年
金
課
（
４
２
１
）６
７
４
４

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
等

国
保
年
金
課
（
４
２
１
）６
７
４
３

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
減
免

国
保
年
金
課
（
４
２
１
）６
７
４
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
等

国
保
年
金
課
（
４
２
１
）６
７
４
５

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
減
免
等

介
護
保
険
利
用
者
負
担
額
の
減
免

長
寿
支
援
課
（
４
２
１
）６
７
３
４

介
護
保
険
料
の
減
免

長
寿
支
援
課
（
４
２
１
）６
７
３
３

個
人
市
民
税
の
減
免

市
民
税
課
（
４
２
１
）６
６
９
１

固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
の
減
免

資
産
税
課
（
４
２
１
）６
６
９
３

保
育
園
保
育
料
の
減
免

子
ど
も
保
育
課
（
４
２
１
）６
７
５
２

学
童
保
育
料
の
減
免

子
育
て
支
援
課
（
４
２
１
）６
７
５
１

が
ん
検
診
等
の
自
己
負
担
金
の
免
除

健
康
づ
く
り
課
（
４
８
３
）４
６
４
６

予
防
接
種
の
費
用
免
除

旅
券
手
数
料
の
免
除

市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
４
８
５
）５
８
０
１

▼
そ
の
他
支
援制

度
名

担
当
課

児
童
扶
養
手
当
の
特
例
措
置

子
ど
も
福
祉
課
（
４
２
１
）６
７
５
３

市
税
の
納
税
相
談

納
税
課
（
４
２
１
）６
７
２
６

▲避難所などで使われる段ボールベッドを組み立てる子どもたち。声を掛け合い、一つずつ確かめながら丈夫なベッドを完成させました

子どもたちが災害への心構えを学ぶ「やちよ防災学園」が、８月
１日・２日の１泊２日で阿蘇米本学園を会場に開催されました。小学
校３年生から６年生までの児童が約50人集まり、起震車で震度７の
大きな揺れを体感したほか、炊き出しなど、普段はできないさまざ
まな活動に取り組みました。災害が起きたとき、どのように対応す
べきかを考え、仲間と共に真剣な表情で取り組む姿がみられました。

防
災
体
験
で
学
ん
だ
“
も
し
も
”
へ
の
備
え

生
き
抜
く
力
、共
に
育
む

♦９月は健康増進普及月間…………………２
♦救急車の適正利用を………………………３
♦市民体育館リニューアルオープン………４
♦2026夏八千代子どもサミット……………５
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